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　ファミリー・サポートセンターで

は、担当者と会員同士の親睦を図る

ため、交流会を行っています。今回

は、５月３０日、中公民館でやまびこ

保育園内地域子育て支援センターの

指導員の方をお招きし、「ふれあい

あそび」を教えていただきました。

軽快なリズムに乗って元気に体を動

かして楽しみました。身近な素材を

使っての遊びでは広告紙を破る感触

を味わい、紙吹雪に歓声を上げ大人

も子どもも瞳をキラキラ輝かせ楽し

いひとときを過ごしました。そして

子どもと触れ合うときに心掛けてお

きたいワンポイントアドバイスを教

えていただき、援助会員さんは活動

のときに、依頼会員さんはお子さん

と触れ合うときに大変参考になりま

した。

　また自由に和気あいあいと会員さ

ん同士、おしゃべりを楽しみ、交流

することができました。

●問い合わせ●
ファミリーサポートセンター
やまびこ保育園内�２７-３３９９
月～金曜日、午前８時半～午後５時
ファミリーサポートセンター恵南支部
岩村保育園内�４３-２４９９
月・水・金曜日、午前８時半～午後５時
市役所子育て支援課�２６-２１１１（内線１５２）

楽しかったよ！交流会

やまびこ子育て支援センター　やまびこ保育園内�２７-３３９９
備　考対　象時　間と　き種　別

０歳児
午前９時４５分～１１時半

１９日�ぴよぴよクラス
にこにこ広場 １～３歳児５日�こっこクラス

０歳～未就園児２６日�遊戯室開放
※詳しくはセンターへお問い合わせください。１４日�お楽しみ会

要申し込み
定員各１５組午前９時４５分～１１時半３日�・１０日�

２４日�・３１日�ぷちにこ広場

岩村子育て支援センター　岩村保育園内 �４３-２２０９
備　考対　象時　間と　き種　別

０～３歳児

午前１０時～１１時半

６日�七夕飾り作り
２～３歳児１３日�

プール遊び ０～３歳児２０日�
０～３歳児２７日�

山岡子育て支援センター　山岡保育園内 �５６-２２５５
備　考対　象時　間と　き種　別

０歳児

午前９時半～１１時

２６日�

わくわく広場
１歳児３日�・１０日�

２４日�・３１日�

２歳児７日�・１４日�
２１日�

０～２歳児午後６時半～２１日�夕涼み会

明智子育て支援センター　明智保育園内 �５４-２０３０
備　考対　象時　間と　き種　別

０～２歳児

午前９時半～１１時

６日�にこにこサロン 七夕会
２歳児１３日�めだかサロン 水遊びを楽しもう
０～２歳児２０日�にこにこサロン
０～１歳児２７日�ぴよぴよサロン 水遊びを楽しもう

吉田子育て支援センター　吉田保育園内 �５４-４５４５
備　考対　象時　間と　き種　別

０～２歳児午前９時半～１１時４日�・１１日�
１８日�・２５日�にこにこサロン 水遊びを楽しもう

上矢作子育て支援センター　上矢作保育園内 �４８-３１１１
備　考対　象時　間と　き種　別

０～３歳児午前９時半～１１時半

５日�新聞紙で遊ぼう
１２日�ふれあい遊び ボールプール
１９日�製作 うちわつくり

弁当持参２７日�水遊び（育児相談日）
毎週金曜日園庭開放
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　「広報えな」では、毎月１５日号に「子育て支援情報」のコーナーを設けました。
育児中の皆さんに向けて、これから各種の子育て支援情報を発信していきます。

～みんなで育もう　きらきら　恵那の宝～�������	�������	
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　発達支援相談窓口では、ことば、しつけ、生活習慣、発達の遅れなど日常生活にかかるさまざまな相談（家

庭や保育園・学校で困っていることなど）に応じます。必要に応じて発達検査などを行い、子育てへの助言や

専門機関の紹介、福祉制度やその利用について情報を提供しますので、お気軽にお電話ください。

□相談専用電話�２６－２２１２（直通）

　現在、自閉症スペクトラム児は

１００人に１人いると言われ、言葉の

遅れや言葉の理解などのコミュニ

ケーションの障害や、おもちゃ遊

び、ごっこ遊びが苦手といわれる想

像力の障害、こだわりなど様々な特

徴が挙げられます。目に見えない障

害ですので、お母さんやお父さん、

保育士などが早期に気付き、その子

にあった訓練を行うことで、自分で

生活ができ自立できるように支援を

することが重要となります。

　家庭や保育園、学校での支援とし

ては、①自己価値を高める。無理や

りに行うとトラウマになり逆効果に

なるので、できるだけ怒らない　②

時間、空間の構造化を明確にする。

「あの辺り」や「もうちょっと」など

あいまいな言葉は避ける　③性急に

しからないで、少しずつ褒めながら

支援する―この３点を支援の原則と

考え接してあげてください。社会的

な対人関係では、１対１のコミュニ

ケーションが安定してきたら、１対

２、１対３と徐々に慣らしていく。

また行動特徴ごとの支援としては、

 比喩 や冗談などが読み取りづらく、
ひ ゆ

「道草を食う」という言葉の理解がで

きず「道にはえている草を食べるこ

と」と文字通り取ってしまったりす

るので他者の意図が分からない心の

理論を持っていることを周囲が理解

し、言葉の理解を深め、コミュニ

ケーションの喜びを伝える手助けを

行う。

　自閉症スペクトラム児は、多動や

こだわりなどの行動により、お店や

ご近所の家に勝手に入って行き、商

品などを持って来てしまうこともあ

り、「お宅はどんなしつけをしてい

るんですか」と言われてしまうこと

もあるかと思いますが、地域で暮ら

していくためには、怖がらずに外に

出て行くことも大切です。ご近所と

うまく付き合うためには、お子さん

の行動の説明やあいさつの練習、買

い物の練習、連絡カードの使用な

ど、ご近所に迷惑を掛けない工夫と

地域の皆さんの理解が必要です。周

囲の皆さんは、身近な支援者として

優しく見守ってあげてください。決

してレッテルを貼らないでくださ

い。

　そして、お母さんは、自分の得意

な部分を大切にし、不得意な部分は

療育センターを大いに活用しましょ

う。ずっと子どもを好きでいるため

に、自分の時間も大切にしてくださ

い。それがその子の自己価値を高め

ることにつながります。お父さんは

お母さんの相談相手として、また子

どもの遊び相手として一緒に運動を

してあげてください。その際には大

きな声でしからないでください。

　個人の能力を超えることをしない

ように、ねばり強く根気強く接する

こと、また、いつかんしゃくを起こ

した、どんな時に困ったなどの状況

をノートにまとめることでお子さん

に合った対処ができることもあるの

で、ぜひ参考にしてください。

　この講演会のビデオを貸し出しま

す。ご希望の方は少子化対策推進室

または教育研究所までご連絡くださ

い。

□連絡先　少子化対策推進室�２６-

２１１１（内線２２９）、教育研究所�４３-

２１１２（内線２３９）

　５月２７日、恵那文化センターで「地域で子どもの発達を考える講演会」が開催されました。講師に土岐市立

総合病院の精神科医師、関正樹先生をお招きし「身近な子どもたちを支えていくために～発達障害とその周辺

～」と題して、発達障害や自閉症の症状について事例を挙げた紹介をされ、症状の早期発見の重要さと、学校

や家庭、そして地域での支援方法について説明されました。「子どもの特性を大切にし、決して焦らないこと。

身近な支援者として温かい目を持って接してください」との呼びかけに、市内外から集まった約４００人の来場

者は熱心に耳を傾けました。今回はその講演の内容を紹介します。

▲熱心に講演をする関正樹先生


